


 

 

＜私が改めなければいけない事＞ 

 中国古典の一つに「小学」という書物があります。 

「朱子」と「劉子澄」という人が作った道徳の教本とも言えるもので、主に年少者のため

の初級テキストに用いられました。躾や礼儀作法、先人等の善行の記録、名言等をまとめ

た修身作法の書物です。 

日本では江戸時代に武士の家庭教育や子女教育の主流を成していた「朱子学」として姿を

変えたと言われています。その「小学」に次の一節が書かれています。 

「古の小学、人を教うるに洒掃・応対・進退の節、親を愛し、長を敬し、師を隆び、友に

親しむの道を以てす。皆身を修め、家を齊え、国を治め、天下を平らにするの本と為す所

以なり」とあります。訳はこうです。小学において、先ずは洒掃、応対、進退の 3 つが人

を育てていく中で先ずもって最初に大切な事であり、そして親を愛し目上の人を敬い自分

の先生を尊び友を親しむ、これらを行っていれば自分が成長し家がととのい、延いては国

が安体になる。ということでしょう。 

 

洒掃＝掃除：人間育成上最も基本となる。 

応対＝挨拶：親から子供に繰り返しアプローチし習慣化させる。 

進退＝立ち振る舞い：脱いだ靴を揃える。トイレをきれいに使う。など。 

   作法のこと 

 

洒掃・応対・進退は他の国にはみることが出来ない海外に誇れる日本の美学であり美徳で

す。ある説では戦後アメリカは、この日本独自の美徳を恐れ、これらを完全に否定させる

ことで日本人を骨抜きにしてきたという人さえいます。 

私はこの意見を間違っていない様に思います。 

しかし私は未だ我が子にこの様な（小学の様な）、よく考えると日常生活上当たり前のこと

を教えていないと思います。伝えていこうと思っています。 
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